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常味 高志

有名なイギリスの作曲家アルバート・ケテル
ビーの「ペルシャの市場」という曲を皆さんご
存知だろうか。冒頭のメロディを聴くとテンポ
の良いリズムに「あぁ，この曲ね！」とうなず
く方も多いはず。ケテルビーの作品中で最も有
名な曲であり，クラシック音楽の中でも多くの
人に親しまれる。序奏部は，砂漠から近づいて
来る商人のキャラバン隊が街の市場に到着する
シーンだ。そして男声合唱による「バクシー
シ，バクシーシ」という物乞いの声など市場の
喧騒を表わした展開部を経て，曲は一転哀愁に
満ちた印象的な旋律の高まりによってクライ
マックスを迎えるというもの。この曲が作られ
たのは，1920 年，まだイランという名称はな
かった。国名がイランと名づけられ
たのは 1930 年ごろ。その後イラ
ン革命などを経て，長い苦境
に陥る。

日本では，日本再興戦略，
アベノミクス主導による我
が国企業の海外展開の強化が
進められているが，その一方
で，リスクという言葉も同時に強
く耳にするようになった。2014年以来，
ISIS，エボラといったセキュリティリスクがク
ローズアップされ，更には油価の下落や中国経
済の不況という経済インパクトもビジネスリス
クとして大波化している。ジェトロもそうだが
いろんな国際機関が類似のセミナーなどを開催
し，注意喚起をしている。

世界がおおきなうねりにある中，影を潜めて
いたイランがついに頭角を現してきたことは唯
一といって良いくらいの好材料。今年１月 20
日の経済制裁解除前後から世界中の閣僚，政治
家，ビジネスマンがイランを行脚する。イラン
は石油もガスも潤沢に出るし，人口約 8000 万
人の巨大市場，さらには自動車も年間 110 万台

の生産能力を有しており，ものづくりとしても
大きな魅力がある。筆者もこんな魅力を昨今で
はセミナーや取材などでくどいほど公言してき
た。それまではリスクだの何だのと強く言って
きたわけであるが，どうもここだけムードが違
う。筆者はこの一年ほどでイランには６回出張
した。行くたびに変化を感じる。確かにイラン
は治安も良いのだ。見ることができなかったヤ
フーが見れるようになったり，大型ショッピン
グセンターが建設されていたり……。これから
は観光ビジネスも大いに考えられよう。イラン
は，2015 年時点で，日本と同じ 19 の世界遺産
登録数を誇る。全て文化遺産で長い歴史を物語
る建造物である。これらの文化遺産を生かし，

多くの外国人旅行客が訪れる国にな
るよう観光産業にも力を入れてい

る。制裁解除により首都テヘ
ランには欧州，中国などから
ビジネスマンが殺到し，ホテ
ルは常に満杯状態にある。今
後，地方への鉄道，道路といっ

た交通インフラの整備とともに
ホテルなど観光産業への外国企業

の進出が活発になることはほぼ間違い
ない。

イランは，核関連以外でも複数の経済制裁を
課されてきた。これまでは厳しい経済運営に悩
まされ，今もその影響は残されており，街中で
は「バクシーシ」と叫ぶ子供たちを必ず目にす
る。イランは，今が正念場である。国民は誰も
が昔に戻りたいとは思わない。苦しかった時代
を乗り越えてきた力がある。

第二章ペルシャの市場があるとすれば，もう
物乞いの声を聞かないことを切に願う。日本が
この国に出来ることは何であろうか？
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